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･

ソ

連

経
済
学
に

お

け
る

数
学
利
用
の

現
状

望

月

喜

市

ソ

連
経
済
学
に

お

け
る

数
学
利
用
は

､

こ

三
二

年
間
に

､

に

わ

か

に

脚

光
を

浄
び

る

よ

う
に

な
っ

た

新
分
野
で

あ
っ

て
､

そ
の

開

発
の

意
欲
と

開

発
の

計
画
性
は

以

下
み

る

よ

う
に

注
目

す
べ

き

実
績
と

恐
る
ぺ

き
エ

ネ
ル

ギ
ー

を

顕
在
化
し

っ

つ

あ

る
｡

本
稿
で

は
､

一

九
六

〇

年
四

月
の

当
該
テ

ー

マ

に

関
す
る

大
規
模
な

討
論
集

会
で

の
､

開
発
計
画
を

足
が

か

り

と

し

て
､

最
近
に

至
る

ま
で

の

数
学

利
用
の

実
態
の

全
体
像
を

概
括
し

て

み

た

(

1
)

ヽ

0

ヽ

.∨

一

(

2
)

ま

ず
四
月

集
会
で

発
表
さ
れ

た

協
同
作
業
計
画
は

第
一

表
の

と
お

り

で

あ
る

｡

こ

の

表
を

も

と

に

筆
者
が

テ
ー

マ

別
に

整
理
し

た

結
果
を

第
二

義
に

示

〕

す
｡

作
業
区

分
は

三

つ

に

分
か

れ

る
｡

A

グ
ル

ー

プ

は
､

現
在
す
で

に

通

〔

用
の

段
階
に

あ
り

計
算
成
果
が

着
々

と

発
表
さ

れ

て

い

る

も

の

で
､

内
容

〕

は

産
業
連
関
分
析
と

線
型
計
画
法
か

ら

な

る
｡

こ

れ
に

対

し
ち

グ

ル

ー

プ

〔

〕

は
い

わ

ば
A

の

計
画
モ

デ
ル

の

外
生

与

件
の

量
的
決
定
が

そ
の

主
流
を

な

〕

〔

す
｡

C

グ
ル

ー

プ

は
､

本
来
の

理

論
問
題
と

､

現
在
の

と
こ

ろ

数
学
的
手

/

r
㌧

法
の

適
用
が

不

充
分
で

実
際
的
効
果
を

あ

げ

え

な
い

で

い

る

項
目
か

ら

な

1

i
n
r

l

耳
一

1..･･ノ

ウ

て

い

る
｡

な

き
の

分
窺
表
に

は
､

統
計
理

論
の

応
用
分
野
(

時
系
列

謝

論
､

相

関
分

析
論

､

抽
出

調

査
理

論
な

ど
)

が

全
く

と

り

あ

げ

ら
れ

て

い

ヽ

ヽ

ヽ

な
い

が
､

こ

れ

は

計
画
化
作
業
を

定
量
化
す
る

と
い

う
視
点
か

ら
の

協
同

作
業
計
画
で

あ
る

こ

と

に

よ

る

と

思
わ

れ
る

｡

二

作
業
の

具
体
的

内
容
を

､

そ

の

主
要
な

も

の

数
項
目
に

つ

き

以

下
と
り

あ

げ
よ

う
｡

川
部
門
連
関
表
に

つ

い

七

ヽ

ヽ

ま

ず
報
告
部
門
連
関
表
(

事

後

産

業
連
関

表
)

に

つ

い

て

は
､

実
験
段

｢

B
)

階
か

ら

実
用
段
階
に

す
で

に

入
っ

た

と
い

え
る

｡

つ

ま

り
､

中
央
統
計
局

へ

4
)

は
一

九
五

九
年
の

部
門
連
関
表
を

六
一

年

初
頭
に

完
成
し
､

同
年
の

国
民

経
済
統

計
集
に

そ

れ

を

発
表
し

た
｡

こ

れ

は

価
蒋
単
位
で

一

〇
一

部
門

､

現
物
単
位
で

主

要
生

産
物

一

五

七

品
目
の

二

つ

の

連
関
表
か

ら

な

り
､

主

要
原
材
料
に

つ

い

て

の

価
格

･

現
物
両
単
位
に

よ

る

直

接
投
入

係
数
と

捻

投
入

係
数
表
が

添
付
さ

れ

て

い

る
｡

こ

の

表
は

､

主
と

し

て

ソ

連
の

産
業

構
造
の

分
析
(

資
料
8
)

や

ア

メ

リ

カ

の

産
業
構
造
と

の

対

比
､

六
二

年

ヽ

ヽ

皮
の

計
画
部
門
連
関
表
の

作
成
資
料
と

し

て

(

資
料
1 5
)

利
用
さ

れ

て

い

る
｡

ベ

ー

リ

ー

ら
は

､

次
回

の

産
業
連
関
表
の

作
成
に

際
し
て

は
､

そ

の

中
に

部
門
別
の

実
際
労
働
時
間

､

雇
用
数

､

固
定

･

流
動
フ

ォ

ン

ド

に

関

す
る

資
料
を

も

り
こ

む
こ

と
､

部
門
を

い

っ

そ

う
細
分
化
す
る

こ

と
な

ど

の

注
文
を

つ

け

て

い

る

(

資
料
1 5

)

｡

た

と

え

ば
､

最
終
生

産
物

一

単

位

当
り
の

固
定
フ

ォ

ン

ド
の

総

投
入

高
は

次
の

算
式
で

計
算
さ

れ

る
｡
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( 1 1 5) 研 究 ノ ー ト

第1 素 数学と 電子 計算機 を計画 化 に 通 用 す る た め の 第 一 次協同作業計画

( ソ 連 ア カ デ ミ ー 電子 事務 機械研 究 所案)

A . 実 験的並 び に 実 際的 計算法 の 作 成 と遂 行

封課 題 の 名 称事

Ⅱ

直接投入 係数

決 定 用報 告部

門 連 関表 の 作

成 と部 門 連 関

の 分析

主 要 な 作 業 内 容 中

_

心 機 関f買
1

･ 報告部 門 連関 表 の 作成 と
,

直 接

投 入 係 数 計 算 の 方 法 論 的 諸 問 題

2
. 統計 資料 , 技術一経 済 資料 の 集 収

3 ･ 部 門 連 関表 の 作成 と, 直 接投入

係 数 の 把 握

4 ･ 捻投入 係数に よ る 部 門 連関 分 析

連邦 中央統 計

局

直接 計 画 投入

係 数 の 決 定

と, 計 画 部門

連 関表 の 作 成

1 ･ 計 画 部 門連関 表 , 計 画 直 接投入

係数 の 算定 上 の 方 法 論的 諸 問題

2 ･ 計 画 資料に よ る 技術 係 数 の 決定

3 . 技術進 歩そ の 他 を考慮 して の 報

告技術 係数 の 修正

4 . 物 的 投 入 , 労 働 投 入 の 計 画 係 数

の 総合 表 の 構成

5 . 計画 期 間の 総 投入 表 の 9 爪 B に

よ る 計算

6
. 需要高 と需要構造 の 推 計, 消 費

と蓄 積 の 最 適 か み 合 せ の
一作成

7 . 計 画部 門連関 表 の 計 算

連邦 ゴ ス プ ラ

ン ( 経済研 究

所計 算 セ ン タ

ー )

7
亡
J

(

リ
ノl

J 1 9 6 0

Ⅲ

Ⅳ

生 産 能力拡 大

部門 連関表 の

作 成

1

2

っ
J

4

こ の 裏 作成 上 の 方 法論 的諸 問題

こ の 裏 の 報告 部 門 連関 表 の 作 成

報 告及 び 計 画 資 料 に よ る単 位 生

産 能力 増大 に 関 す る技術 投 入係

数の 決 定

こ の 表 の 計 画 部 門連 関表 の 作 成

連邦 中央統計

局 ゴ ス プ ラ ン

( 計 算 セ ン タ

ー )

数

労

ス

係

画

ン

入

計

ラ

投

定

.

バ

成

働

決

告

力
‥

作

労

の

報

働

の

1

2

っ

lU

4

■

よ

`

U

方 法 論 上 の 諸 問題

報 告 労 働力 バ ラ ン ス の 作成

報告 及 び 計 画期 間 の 労働直 接投

入 係 数 の 決 定

労働 の 総投入 係 数 の 3 九IB に よ

る 計 算

労働力 の 部 内別 配 分 計算

計画 労働力 バ ラ ン ス の 作成

労働 ･ 貸銀 問
題 国 家委員会

ゴ ス プ ラ ン

1 9 6 0

1 9 6 0

紬

蒜
蒜
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一 橋論叢 第 四十 八 巻 第三 号 (1 1 6)

Ⅴ

い

/･･貞

瑞

生 産能 力拡大

連関 表 と 生産

物 連 関 表 を結

合 した 最 適経

済 計 画 の 作成

Ⅵl 地 域間経済 連

関 の 分 析 と計

画化

1
. 生 産 物,

生産 能 力, 労働力 の 三

種 の 計 画 連関表 の 結合

2 . そ れ をも と に して
,

年 間, 四 半

期 別 の つ り合 い の と れ た計 画 の

作成

3
. 各 計 画 要素の 最適化

1 . 地 域 別 部門 連関表作 成 上 の 方 扶

論 的諸 問題

2
. 同盟 共 和 国 , 経 済管区 ,

地 域 経

済 圏 の 部門連関 表 作 成 の 方 法論

的諸 問題

3 . 地域 連関を緊密化 す る バ ラ ン ス

分析 の 方法 論的 諸 問題

4 . 研 究 の 第 一 次 対 象 の 選 択 と基 礎

調 査

5 . 統計 資料範 囲 の 決 定 と そ の 入 手

6 . 各 生 産 物別 地 域 内 直接投入 係 数

の 算定

7 . 連関 表 作 成 と 絶技入 係数 の

3 州B に よ る計 算

8 . 計算結果 の 分 析. 地 域連関 緊密

化 に 関 す る 勧 告 . 計 算作 業 方 法

に 関 す る 勧告 の 作成

Ⅶ

Ⅷ

価椿体系の 計

算 ･

1
. 社会主 義 経 済 の 下 で の 価値算定

と価櫓 形成 の 理 論的 基 礎 の 作成

2 . 社 会 的 生産 費 計算 の 方 法 論 的 諸

問題 の 研 究

3 . 統計 資料 の 集 収 と 一 次的 加 工

4 . 社 会 的 生 産 費 の 9 刈B に よ る 計

･ 算

5 . 計 算 に もと づ く価 棒 形 成 の 改 善

の 励 告

輸送, 材 料一

機械供給,
工

場 配 置
,

専 業

と協 業問題 の

最適計画 作成

1 . 最適化 基 準 の 作成
,

各質 物 ト ン

当 り社 会 的 輸 送 費 の 決 定

2 . 同
一

輸送 手 段 , 同
一 貨物 多地 点

間輸 送 の 最適通 路 の 計 算法 の 作

成

連邦 ゴ ス プ ラ

ン

ソ 連 ア カ デ ミ

ー

, 連 邦 ゴ ス

プ ラ ン

国 家経 済委員

会,
ソ連 ア カ

デ ミ ー

,
電 子

事務機械 研 究

所

ソ連 ア カ デ ミ

ー (統合 輸送

問題 研 究 所 ,

電子 事凝 機 械

研 究所)

1 9 6 1

1 9 58

1 9 5 8

1 9 5 8

1 9 6 5

1 96 5

1 9 6 2

1 9 6 2
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( 1 1 7) 研 究 ノ ー ト

Ⅸ

3 . 代替貨物の 最適輸送網 の 算式 作

成

4 . 各種輸送機 関 に よ る 代 替貨物最

適輸 送路 の 発 見

5. 生産 増 加 を考 慮 した消 費 と 生 産

地 点 の 最 適 結 合 網 の 作成

6 . 輸送 費最小 化 の エ 場 配 置 計 画

7 . 主 要財 : 石 炭, 石 油 , 金 属 , 木

材 , 穀 物, 建 設 材 料 に 関 す る

3 B 爪 に よ る 最適 輸送 網 の 計 算

8 . 相 互 代替財 の 輸送最適化 算式 に

よ る 一 国全 体 の 燃 料 - エ ネ ル ギ

ー バ ラ ン ス の 作 成

9 . 輸送 費極 小 , 輸 送 力 極 大 の も と

で , 材 料一機械 供 給 計 画 の 決 定

L , P . に-よ る

最適 生 産計画

の 作成

ゴ ス プ ラ ン
,

国 家建設 委員

会

オ ル ジ ェ
ニ キ

ー ゼ 記 念 モ ス

ク ワ 技術 一経

済研 究 所

1 9 5 8 1 19 6 3

丑
. 理 論問題と 実 用段 階 に 至 らぬ 作 業

謂 課 題 の 名 称 研 究 棟 関

Ⅹ 社 会 主 義経 済学 の 数 学的 研 究 法

ブ ル ジ ョ ア 経 済学 の 数 学 的 命題 の

批判

ソ 連 ア カ デ ミ ー 経 済 研 究 所
,

伯

モ ス ク ワ 大 学 ,
レ ニ ン グ ラ ー ド大 学

モ ス ク ワ 国 立経 済 研 究 所

ⅩⅠ 部門 連関 表, 線型 計 画法 の 数 学 理

論 と計 算法 の 改 良

ソ 連 ア カ デ ミ ー

ス テ ク ロ バ 記 念数学 研究 所

レ ニ ン グ ラ ー ド大 学

ソ 連 ア カ デ ミ ー

電 子 事務 機 城研究 所

ソ 連 ア カ デ ミ ー

計 算 セ ン タ ー

連 邦 ゴ ス プ ラ ン 計 算 セ ン タ ー

ⅩⅠ 投資 の 経済効率 の 数学的 決定 法 国 家 経済委員会 , 自動化
･ 機械 化

･

国 家委員会

ソ 連 ア カ デ ミ ー ( 経 済効率 問題 評議会 , 経 済

研 究 所, 数 学 ･ 統 計 利用 経 済研 究 所)

国 家 建 設委 員 会 ( 建 設経 済 研 究 所)

Ⅱ

i
3 ∂3

動態 プ ロ

グラ ミ ン グ, 社 会主 義拡

大再 生 産 の 動態 モ デ ル
, 時間の 安

ゴ ス プ ラ ン 計 算セ ン タ ー

,
ロ シ ヤ 共 和 国 ゴ ス

プ ラ ン
,

モ ス ク ワ 大 学,
レ ニ ン グ ラ ー ド大学 ,

打
′

ノ

亀
.＼

‡そ∴
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一 橋論 叢 第四 十八 巻 第 三 号 (1 1 由)

ソ連 ア カ デ ミ ー

サ イ バ ネ チ ッ ク 評議会

ソ 連ア カ デ ミ ー 数学 ･ 統 計利 用経書斉研 究 所

ソ連 ア カ デ ミ ー 電子 事務 機械研 究 所

国 家建 設 委 員会 ( 建 設 経 済研 究 所)

協 同 計画 案 の 補 促

課 題 の 名 称

計 画 の 基 準 と

な る 各種 ノ ル

マ の 作 製

弓 主 巽 な 作 業 内 容

1 . ノ ル マ 作 成用 資料 範囲 の 凍泉 の 決定

2 . そ れ を も と に した第
一

次 資料の 作成

3 . 報告と 計 画 資料 に よ る ノ ル マ の 計 算

ソ連 全 体 及 び

主 要経 済地 域

別 需要構造 の

推 計

1

2

3

計 算法 の 作 成

衣
･ 食 ･ 住 基準 の 決 定

国 全 体 , 地域別 計算

蓄 積 構 造 の 決

定

1 . 技術 進 歩を考 慮 した合 理 的 投資 構 造l

の 決 定

2
. 部門別 ,

地域別 蓄積 フ ォ ン ド の 計 算

全 労 働者 の カ

テ ゴ リ ー

別 生

活 水 準 較差 の

変動 分 析

1 . 生 活 水 準 引 上 げ措置 に 伴 う所 得分 布

の 変 動 計 算

2 . 家 計 の 収 支 バ ラ ン ス の 較差分 布 ( 事

前 と 事後)

中 心 磯 関1買t≡警
ゴ ス プ ラ ン 計

算 セ ン タ ー

中 央統 計局

1 9 6 0 1 9 6 2

労働 ･ 貸銀 問

題国 家委員会

ゴ ス プ ラ ン 計

算 セ ン タ
ー

国 家建 設委員

労働研 究 所

中 央統 計局

1 9 6 0

1 9 6 0

1 9 5 6

1 9 6 2

18 6 3

1 9 6 3

燃料 エ ネ ル ギ

ー の 最 適 バ ラ

ン ス の 計 算

代 替 燃 料 の 合

理 的相 対 価 格

体 系 の 決 定

エ 場 内 計 軌

及 び 部門 計 画

の 数学 的解法

1 . 代替燃 料 の 最 適 生 産 計 画 の 作成

2 . 炭坑 , 石 油,
ガ ス の 合 理 的配 置 の た

め の 燃 料 需要 モ デ ル の 作成

3 . 燃料【 エ ネ ル ギ ー の 最 適価番 の 計算

そ の 分 析 と儲 正

ゴ ス プ ラ ン 計

算 セ ン タ ー

電子 事務 機械

研 究 所

1 9 6 0 1 9 6 1

オ ル ジ
ェ

ニ キ

ー

ゼ 記 念 モ ス

ク ワ技術 一経

書斉研 究所

1 9 5 8 1 9 6 3

3∂4
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もう
1

第2 表 計 画化 へ の 数 学 利 用 案の 亜理

〔A 〕 適用段 階 に あ る も の

〔Ⅰ〕 産業連 関 表 に 関係 した も の

1 . 報告 蓑 ( 事後産 業 連関 表)

2 . 計 画 表 ( 事前産 業 連 関 表)

3 ･ 設備 投 資 の 産 業連 関 表 ( 事 前 , 事 後)

4 . 労働 力 の 絶 技 入係 数 の 決定

5 . 2
,

3
,

4 の 総合

6 . 価格 形 成 問題

〔Ⅱ〕 亮泉塑 計 画 関係

1 . 輸送 問 題

2 . 材料 一機械 供 給

3 . エ 場 配 置

4 . 専業 化 と協 業化 問題

5 . 生産 問題

〔B 〕 外 生 与 件 の 研 究 に 関 す る もの

Ⅰ . 各 種 計 画 ノ ル マ の 作 製 問題

Ⅱ . 需 要構 造 の 決 定

Ⅲ . 蓄積構 造 の 決定

Ⅳ . 生 活水 準 の 分析

Ⅴ . 燃 料 エ ネ ル ギ ー 問題

〔C 〕 理 論 問題
, 未 開拓 分 野

Ⅰ . 方 法論

Ⅱ . 産 業連 関
,

線型 計 画理 論 の 研 究

Ⅲ . 投資効 率論 へ の 数学 利 用

Ⅳ . 動 態 モ デ ル
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/こ1

苫

∞

与

き
↓
･

到
早
さ

き

=
○

ゝ

旨
ト

＋
〇

.

〇

▲
ざ
Q

＋
ゃ
か

＋
七

､

屯

も
.

冒
き
＋
阜

〇
.

-

ど
ー

＋

監
･〇

ど
ル
〇

.

N

打
-

＋
〇

.

〇

N

き
＋

卑
句

も
.

い

打
Q

＋

阜
〇

.

〇

い

包
-

＋
-

∽
･

山

-

竺
=
〇

.

-

N

ぃ

き

＋
〇

.〇

N

き
十

賢
一

¶

＋

卑
包

も
ゝ
い

き
＋

旦
〇

.

〇

N

き

＋
七

､

-

N
.

〇

＋
-

∞
.

00

}

-

-

-

㌘
=

斗
(

-

＋

S
ギ

斗
(

-

＋

S
ギ

斗
(

-

＋

S
＋

斗

】

-

-

ー

一

句
N

=

叫
(

-

＋

S
十
叫

汁

托

｢
屯

3
別

十

軸
荘
い

8

鮒
什

荘

清
志
薮
不
-

小
知
8

代
什

(

涜
神
｢

バ
叫
十

裾
｢

パ

ワ
か
.

〔

零
〕

七
､

=
〇

.

N
-

き

ーー
い

ー

○
-

き
=

岩
N

い

}

○

-

O
N

･

義
朝
森
野

山

誅-

半
∞

り
･

封
1

∬

こ
∞

右
の

如
く

し
て

え

た

そ
れ

ぞ

れ

の

換
算
係
数
を

第
三

表
に

あ
て

は
め

れ

ば
､

夫
々

の

計
算
原

則
に

よ

る

三

つ

の

異
っ

た

価
格
体
系
表
が

え

ら
れ

る

わ

け
で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
な

計
算
の

有
用
性
と

し
て

著
者
ペ

リ

キ

ン

の

あ

げ
て
い

る

い

く
つ

か

の

事
柄
の

う
ち

若
干
の

も
の

を

示
せ

ば
､

∽
計
算
原
則
何
に

よ

る

ヽ

ヽ

価
椿
修
正
に

よ
り

､

ど
の

部
門
が

ど

れ

だ

け

国
民

所
得
生

産
に

貢
献
し

て

い

る

か

を

知
る
こ

と
が

で

き

る
｡

従

来
の

個
希
体

系
で

は
､

国
展

所
裾
の

】l
ヽ

一

-ト
･

移
転
部
分
を

含
ん
で

い

る

か

ら
こ

れ

を

明
示
で

き

な
い

｡

㈹
社
会
主
義
世

淵
へ

J

界
市
場
独
自
の

価
格
設
定
に

と
っ

て
､

こ

の

計
算
は

有

用
(

三

つ

の

計

算

原

則
の

ど

れ

を

と

る
ぺ

き
か

は

明
示

が

な

い
)

㈹
体

制
の

発
展
テ
ン

ポ

の

比

較
に

有
用

｡

た

と

え

ば
ソ

連
で

は

採
鉱
部
門
の

価
櫓
が

相
対

的
に

低
い

の

で
､

工

業
生

産
中
に

占
め

る

こ

の

部
門
の

ウ
ェ

イ

ト

が

低
め

ら

れ
て

お

り
､

反
対
に

ア

メ

リ

カ

で

は

独
占
の

影

響
で

こ

の

部
分
が

相
対

的
に

大
き

く
で

る
｡

こ

の

歪
を

修
正

す
る

目
的
で

､

ソ

連
の

電
子
事
務
機
城
研

究
所

で

は
､

一

九
四

一

､

五

三

両
年
の

ア

メ

リ

カ

の

産
業
連
関
表
資
料
を

用
い

て
､

川

面
吉
-

N

型
を

用
い

､

三

二

部
門
分
割
で

価
値
と

生

産
価
格
の

両
体

(

7
)

系
で

の

単
一

価
格
体

系
が

試

算
さ

れ

た

(

資
料
2 3

一

〇

〇
ペ

ー

ジ
)

｡

そ
の

他
産
業
連
関
分
析
の

適
用
分
野
と
し

て

地

域
産
業
連
関
表
の

作
成

(

『

経

済

学
の

諸

問
題
』

一

九

六
一

年
三

号
の

学

界
消

息

欄
な

ど
)

な

ど

の

興
味
深
い

問
題
が

あ

る

が

省
略
す
る

｡

00
線
型
計
画
問
題
そ
の

他

線
型
計
画
の

応
用
は

､

こ

の

理

論
の

世

界
的
先
駆
者
カ

ン

ト
ロ

グ
ィ

ァ

(

S
)

チ

(

資
料
1 6

･

17
)

を

始
め

と

し

て

多
く
の

理

論
家
実
際
家
に

よ
っ

て

そ

の

適
用
が

試
み

ら

れ
､

す
で

に
一

定
の

多
数
の

具
体
的
成
果
を

あ

げ
て

い

る
｡

寝
業
連
関
論
と

並

ん
で

､

最
近
の

最
も

実
り

多
き

分
野
の

一

つ

で

あ

る

(

資

料
1 6

･

17

･

2 0

･

2 1

･

2 3
)

｡

〕

つ

ぎ
に

B

グ

ル

ー

プ

で

あ

る

が

…
の

計
画
の

各
種
ノ

ル

マ

作
成
問
題
に

〔

関
し
て

注
目
を
び

く
の

は
､

｢

計
画
経

済
+

(

一

九
六

一

年
一

号

情
報

欄
)

の

報
ず
る

計
画
と

ノ

ル

マ

作
成
研

究
所
(

ソ

連
ゴ

ス

プ

ラ

ン

所
属
)

の

設

立
で

あ
る

｡

た

と
え

ば
､

こ

の

研

究
所
は

､

国
民

経
済
全
体

､

各
部
門
別

の

原
料
-
機
械
供
給
計
画
の

組
織
化
な

ど

を

研

究
す
る

と

と

も
に

､

資
材

ノ
一

/
-

ラ㌔



( 1 2 3) 研 究 ノ ー ト

･
l

,
･

-

･

▲
r

F

支
出
の

適
正

規
準
や

適
正

在
庫
量
基
準
の

作
成
に

従

事
す
る

こ

と
が

記
さ

れ

て

い

る
(

そ

の

他
こ

の

間
題
で

は

資
料

例
の

Ⅳ

巻
が

参

考
に

な

る
)

｡

m

Ⅲ

の

テ

ー

マ

(

消

費
･

蓄

積

構

造
の

計

画

化
)

を

論
じ

た
も

の

に
､

ボ
ー

ル

･

ノ

ー

ト

キ
ン

が

あ
る

｡

(

資
料
仙
)

た

と

え

ば
､

ソ

連
の

計

画

化

作

業
で

､

将
来
の

伸
び

率
の

推
定
は

､

つ

ぎ
の

三

つ

の

計
算
法
を

組
合
せ

て

投
合

的
に

判
定
さ

れ

る
｡

m

可
能
な

生

産
的
蓄
積
と

フ

ォ

ン

ド

必

要
度
か

ら

計
算
す
る

方
法

｡

皿

投
下
可
能
労
働
力
と
そ

の

生

産
性
の

推
定
伸
び

率

を

用
い

る

手
法

｡

00

消
費
フ

ォ

ン

ド

の

伸
び

と
､

第
Ⅰ

第
Ⅱ

両
部
門
の

比

率
か

ら

計
算
す
る

方
法

｡

っ

ぎ
に

こ

こ

数
年
来

多
く
の

経
済
学
者
の

論
議
の

ま

と

と

な
っ

て

い

る

投
資
効
率
論
(

態
は

､

公
式
の

討
論
集
会
や

標
準
効
率
決
定
法
(

一

番

近
く

は
一

九

六

〇

年
の

も
の

｢

計
画

経

済
+

一

九

六

〇

年
三

号
)

な
ど

を

通
じ
､

実
際
の

計
画
化
作
業
の

中
で

一

定
の

役
割
を

果
し

て

い

る

も

の

の
､

そ
の

標
準
効
率
の

経
済
的
基

礎
そ
の

他
を

め

ぐ
つ

て
､

多
く
の

意
見

が

対
立

し
て

お

り
､

総
一

見
解
に

落
着
く
の

は

ま
だ

先
の

こ

と
の

よ

う
に

思
わ

れ
る

｡

経
済
モ

デ
ル

の

動
態
化
(

哲
問
題
を

め

ぐ
つ

て

は
､

ス

メ

ホ

フ

(

資
料
1 9
)

､

べ

ド
ゥ

タ

(

資

料
1 8
)

､

ネ

ム

チ

ノ

フ

(

資

料
1 2

●

1 6
)

な

ど
が

あ

る
｡

い

づ

れ

も

ま
だ

試
論
的
域
を

脱
し

な
い

も
の

で
､

実

際
的
適
用
に

は

至
ら

な
い

が
､

近

代
経

済
学
の

動
態
モ

デ
ル

と

比

較
検
討

す
れ

ば

面
白
い

結
果
が

え

ら
れ

よ

う
｡

三

以
上

で

問
題
領
域
の

概
観
を

終
る
｡

も

ち

ろ
ん

こ

れ

ほ
一

九
六

〇
年
時

点
で

の
一

応
の

領
域
で

あ

る
｡

.
＼

▲
l
▼
一

.
･し

で

は
こ

の

領
域
で

の

問
題
点
は

何
か

｡

カ
バ

レ

フ

(

国

家

経

済

委
員
会

計

算
セ

ン

タ

ー

所

長
)

は
､

そ

の

研
究
体

制
上
の

欠
陥
と
し

て

作
業
に

お

け

る

協
力
関
係
の

不

足
､

一

部
の

技
術
的
偏
向

､

経
済
学
者
と

数
学
者
の

(

10
)

協
力
関
係
の

不

足
と

要
員
養
成
計
画
の

欠
陥
の

三

点
を

あ

げ

て

い

る

(

資

料
6
)

｡

今
後
の

発
展
方
向
は

､

動
態
経
済
モ

デ
ル

と

非
線
型

計
画

を
い

か
に

計

画
化
作
業
に

利
用
可

能
な

用
具
と
し

て

鍛
え

あ

げ

る
か

､

時
間
要
素
を

労

働
価
値
論
の

立

場
か

ら

ど

う
評
価
す
る

か

(

投
資
効

率

論
)
､

.
経

済

学

的

利
用
に

便
利
な

電
子

計
算
機
の

改
良

､

と
い

っ

た

方
向
に

研
究
が

深
め

ら

れ

る

と

同
時
に

､

開
発
ず
み
の

諸
理

論
を
い

か

に

有
効
適
切

に

利
用
し

て

そ
の

成
果
を

あ

げ
る

か

と
い

う
水
平
的
な
フ

ロ

ン

テ
ィ

ア

の

拡
大
に

も

カ

が

注
が

れ

る

で

あ

ろ

う
｡

わ
れ

わ

れ
に

と
っ

て

興
味
深
い

の

は
､

社
会
主

義
体
制
独
自
の

問
題

領
域

(

価

格

形

成

論
や

投

資
効

率

論
)

が

そ
こ

に

あ

る

と

同
時
に

､

一

見
共
通
し
た

問
題
(

拡

大

再

生

産
モ

デ
ル

､

産

業
連
関

論
な

ど
)

で
､

そ
の

条
件
や

課
題
の

設
定
様
式
が

異
る

こ

と
が

多
い

こ

と

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
な

此

較
に

よ
っ

て
､

両
体

制
相
互
の

特
徴
が

ま

す
ま

す

具
体
的
に

浮
ぼ

り
に

な
る

で

あ

ろ

う
し

､

こ

の

此

較
研
究
の

帰
結
が

時

と

共
に

益
々

社
会
主
義
体
制
の

優

越
性
の

確
認
に

終
る

よ

う
に

な

り
つ

つ

あ

る

と

筆
者
に

は

思
わ

れ

る
｡

(

1
)

ソ

連

経

済
に

お

け
る

数

学

利

用
の

変

遷
発

展
の

概

括
に

つ

い

て

は
､

ネ
ム

チ

ノ

フ

｢

マ

ル

ク

ス

経

済

学
の

数

学

的

方

法
+

岡

稔

訳
の

｢

訳

者
あ

と

が

き
+

参
照

｡

こ

の

六

〇

年
の

討
論
集

会

は
一

九
五

九

年
五

月
の

ソ

連
ア

カ

デ
､

､

､

0
)

1

凝

済
･

背
学

･

港
磯
部

会
の

席

上

会

員
の

ネ
ム

チ

ノ

フ

の

凝
果
で

ぷ

.r

頸

た
什
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野
催
終

決
定

さ

れ
､

ネ

ム

チ

ノ

フ

を

議
長
と

す
る

各

研

究
機

関
の

代

表
四

三

人

か

ら

な

る

組
織

委
員
会
が

構
成

さ

れ

た
｡

集
会
は

六

〇

年

四

月
四

日

-
八

日

芯

か

け

開

催
さ

れ
､

六
つ

の

分

科
で

五

九

名
の

報

告
者
た

ち
､

こ

の

研

究
分

野
の

将

来
の

発

展
を

約

束

す

る

経

済

学

者
･

数

学

者
･

計
画

作
業
員
の

緊
密

な

連
帯
が

つ

く

ら

れ
た

と

評

価

さ

れ

た
｡

(

2
)

こ

の

協
同

計

画

案
は

､

先
の

組

織

委
貝
会
の

依
託
に

よ

り
､

ソ

連
ア

カ

デ
ミ

ー

電
子

事
務

機

械
研

究

所
が

作

成

し
､

同

研

究
所

員
の

べ

ウ

キ

ン

が

同

集

会
で

発

表
し

た

も
の

｡

(

3
)

拙

稿

｢

ソ

連
に

お

け
る

｢

投
入

-
産
出
+

表

に

つ

い

て
+

『

経

済
評
論
』

一

九
六

〇

年
三

月

参
照

｡

(

4
)

中

央

統

計

局
の

外
､

国

家
経

済

委
員
会
で

も

同

様
な

表

を

完
成

し

て

い

る

(

『

計

画

経

済
』

六
二

年
二

号
)

｡

(

5
)

こ

れ

と

全

く

同
じ

考

え

方
の

価
格

算
定
モ

デ
ル

を

提
示

し

て

い

る

も
の

に
べ

ド

ク

タ

が

あ

る

(

資
料
18

､

四

七
ぺ

ー

ジ

第

六

表
)

｡

(

6
)

こ

の

数
字

例
は
ベ

ド

ゥ

タ

に

あ

る

(

資
料
1 8

一

六
六
ペ

ー

ジ

第

二

三

表
)

｡

(

7
)

ペ

リ

キ

ン

は
こ

の

外

現

行

価

格
を

全
く

使
用

し

な
い

で

こ

れ

と

同

様
な

計

算
を

行

う
方

迭

を

示

し
て

い

る

が
､

こ

こ

で

ほ

省

略

す

る
｡

ま
た

こ

の

価

椿
計

算
に

閲
し

次
の

叙
述
は

興
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